
 
 

 
      平成 16年 11月９日 

各     位 
 
会 社 名  アールビバン株式会社 
代表者名  代表取締役社長 野澤 克巳 
（登録銘柄 コード番号７５２３） 
問合せ先   経営企画室長 栗田 実 
（TEL ０３－３４０７－３３７１） 

 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 
 

  最近の業績の動向等を踏まえ、平成 16 年５月 21 日の決算発表時に公表した平成 17 年３月期（平成

16年４月１日～平成17年３月31日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたし

ます。 

記 

 

１．平成17年３月期 中間連結業績予想の修正等（平成16年４月１日～平成16年９月30日） 

                                     （単位：百万円） 

 売  上  高 経 常 利 益 当 期 利 益 

 前 回 予 想（Ａ）     6,100       1,120       610 

 今 回 修 正（Ｂ） 5,370 850 410 

 増   減   額（Ｂ－Ａ） △ 730 △ 270 △ 200 

 増       減       率 △ 12.0％ △ 24.1％ △ 32.8％ 
 [参  考] 前 期 実 績 
（平成 16 年３月中間期）    5,686 822 △ 27 

  

２．平成17年３月期 中間単独業績予想の修正等（平成16年４月１日～平成16年９月30日） 

                                     （単位：百万円） 

 売  上  高 経 常 利 益 当 期 利 益 

 前 回 予 想（Ａ）     4,000       510       280 

 今 回 修 正（Ｂ） 3,460 190 40 

 増   減   額（Ｂ－Ａ） △ 540 △ 320 △ 240 

 増       減       率 △ 13.5％ △ 62.7％ △ 85.7％ 
 [参  考] 前 期 実 績 
（平成 16 年３月中間期）    3,715   173 △ 155 

 

 



３．平成17年３月期 通期連結業績予想の修正等（平成16年４月１日～平成17年３月31日） 

                                    （単位：百万円） 

 売  上  高 経 常 利 益 当 期 利 益 

 前 回 予 想（Ａ）    12,000      2,050     1,050 

 今 回 修 正（Ｂ） 10,500 1,690 760 

 増   減   額（Ｂ－Ａ） △ 1,500 △ 360 △ 290 

 増       減       率 △ 12.5％ △ 17.6％ △ 27.6％ 
 [参  考] 前 期 実 績 
（平成 16 年３月期）   11,642 1,861 474 

 

４．平成17年３月期 通期単独業績予想の修正等（平成16年４月１日～平成17年３月31日） 

                                    （単位：百万円） 

 売  上  高 経 常 利 益 当 期 利 益 

 前 回 予 想（Ａ）     8,000        990       540 

 今 回 修 正（Ｂ） 6,900 550 210 

 増   減   額（Ｂ－Ａ） △ 1,100 △ 440 △ 330 

 増       減       率 △ 13.8％ △44.4％ △ 61.1％ 
 [参  考] 前 期 実 績 
（平成 16 年３月期）    7,877   740 △ 528 

 

５．修正理由 

当中間期の売上高につきましては、アート関連事業において新規顧客の集客に苦戦したことによ

り、版画等の販売の契約高が前年比１割減となり、当中間期の発送高（売上高）において当初計

画を下回った事を主要因として、前回の業績予想に対し連結で730百万円減の5,370百万円、単独

では540百万円減の3,460百万円になる見込みです。 

経常利益につきましては、更なるコスト削減を実施したものの売上高の減収により、前回の業績

予想に対し、連結で 270 百万円減の 850 百万円、単独では前回の業績予想に対し 320 百万円減の

190百万円になる見込みです。 

当期純利益につきましては、手塚治虫作品の漫画著作物のグッズ化による前払ロイヤリティー

200百万円について、当中間期において今後の事業計画を見直し相殺不能と思われるの部分につい

てロイヤリティー一時償却87百万円を特別損失に計上したこと等の要因により、前回の業績予想

に対し、連結で200百万円減の410百万円、単独では240百万円減の40百万円になる見込みです。 

下期につきましては、アート関連事業において催事計画の見直し新規顧客の集客に努め、契約高

の確保を計画しておりますが、上期の厳しい状態が続く見通しです。 

上記理由により売上高は前回の業績予想に対し、連結で1,500百万円減の 10,500 百万円、単独

では1,100百万円減の6,900百万円になるになる見通しであります。 

経常利益につきましては、前回の業績予想に対し連結で360百万円減の1,690百万円、単独では

440百万円減の550百万円になるになる見通しであります。 

当期純利益につきましては、前回の業績予想に対し、連結で290百万円減の760百万円、単独で

は330百万円減の210百万円になる見通しであります。 

以  上 


